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昭
和
33
年
２
月
６
日
、
那
須
御

用
邸
皇
宮
巡
査
部
長
駐
在
所
の
広

瀬
銀
次
郎
が
黒
磯
警
察
署
長
に
宛

て
た
書
類
に
は
、
那
須
御
用
邸
の

沿
革
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳

細
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
正
の
末
期
男
爵
東
久
世
秀

雄
内
匠
頭
時
代
に
東
宮
殿
下
の

御
為
に
那
須
平
原
の
地
に
御
用

邸
新
造
の
起
案
あ
り
、
再
度
の

下
検
分
の
結
果
林
野
局
管
理
御

料
地
の
一
部
栃
木
県
那
須
郡
那

須
村
大
字
湯
本
の
地
を
下
し
て

御
造
営
の
事
可
決
し
大
正
十
四

年
秋
よ
り
工
事
に
着
手
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
那
須
温
泉
史
よ
り
）

　
東
宮
殿
下
と
は
、当
時
の
皇
太
子

で
後
の
昭
和
天
皇
を
示
し
ま
す
。
那

須
御
用
邸
は
昭
和
天
皇
の
御
成
婚

後
の
御
静
養
の
場
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
本
邸
は
着
工
か
ら
１

年
後
の
大
正
15
年
７
月
15
日
に
完

成
し
、
昭
和
天
皇
は
翌
８
月
に
１

カ
月
間
、
新
築
の
那
須
御
用
邸
に

滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
12
月
25
日
、
大
正
天
皇
崩

御
に
よ
り
時
代
は
昭
和
へ
と
移
り

変
わ
り
ま
す
。
大
正
天
皇
の
諒
闇

（
喪
）
が
明
け
た
昭
和
３
年
夏
に

再
び
ご
静
養
さ
れ
、
そ
の
後
の
年

も
香
淳
皇
后
と
と
も
に
ご
滞
在
に

な
り
ま
す
が
、
昭
和
９
年
９
月
を

最
後
に
中
断
と
な
り
ま
す
。
戦
後

の
昭
和
22
年
８
月
に
東
北
地
方
ご

巡
幸
の
帰
路
に
お
立
寄
り
の
形
で

ご
滞
在
さ
れ
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎

年
お
い
で
に
な
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

▶
昭
和
49
年
８
月
22
日
、
町
の
共
同

利
用
模
範
牧
場
を
公
式
訪
問
さ
れ
た

昭
和
天
皇
と
皇
淳
皇
后
。

　
当
時
の
笹
沼
町
長
の
案
内
で
、
牧

場
内
の
畜
舎
や
農
耕
具
な
ど
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牧
場
周
辺

に
点
在
す
る
開
拓
農
家
の
実
情
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
う
な
ず
き
な
が
ら
お
聞
き
に
な

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
滞
在
な
さ

る
本
邸
の
敷
地
面
積
は
４
３
，４
６

７
・
６
㎡
、
東
京
ド
ー
ム
１
個
分

ほ
ど
の
広
さ
で
す
。
３
階
建
て
の

御
殿
の
総
面
積
（
付
属
建
物
を
除

く
）
は
２
，
９
０
４
㎡
で
、
町
の

ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
と
同
じ
く
ら

い
の
面
積
で
す
。
ま
た
、
付
属
邸

と
し
て
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が

滞
在
な
さ
る
御
殿
が
昭
和
10
年
に

建
て
ら
れ
た
ほ
か
、
嚶
鳴
亭
、
澄

空
亭
な
ど
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
、
御
用
邸
警
備
を

専
門
に
行
う
皇
宮
警
察
本
部
那
須

御
用
邸
皇
宮
護
衛
官
派
出
所
が
設

置
さ
れ
御
用
邸
の
平
穏
を
守
っ
て

い
る
ほ
か
、
隣
接
地
に
は
御
用
邸

消
防
団
詰
所
が
設
置
さ
れ
、
有
事

に
備
え
て
い
ま
す
。

那須御用邸

那須湯本温泉
一軒茶屋バス停
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　御用邸は、天皇皇后両陛下はじめ、皇族方のご静養の場として使用されて
おり、本町のほかに神奈川県の葉山御用邸と静岡県の須崎御用邸があります。
　那須御用邸の歴史は葉山御用邸の次に深く、本町は那須御用邸とともに発
展したと言っても過言ではありません。

　昭和、平成、そして新たな時代へと向けて…
本町が那須御用邸とともに歩んできた歴史をご紹介します。

那
須
御
用
邸
の
沿
革

那
須
御
用
邸
の
概
要

茶臼岳を望むゴヨウツツジ
　ゴヨウツツジは愛子様のお印となっています。


